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札幌学院大学前学長の布施晶子さんが，2011年４月５日に逝去されました。７３歳でした。

布施さんは2009年夏頃に体調を崩し，様々な精密検査を受けた結果,転移性のガンと診断され，

間もなく大手術を受けられました。退院後しばらくは小康状態を保って，自宅近くの公園で散歩

を楽しみ，デパートで買い物をしてまわり，自宅で手料理をつくってじっくり味わうなど，生き

ている喜びをしみじみと感じている様子でした。しかし，2011年が明けたころから徐々に病状が

悪化し，ついに不帰の人となられました。

布施さんは大学院生時代に院生室で机を並べた先輩であり，日本各地のフィールドに一緒に出

かけた研究仲間であり，勤務先の札幌学院大学では研究室を隣合わせた同僚であり，そして私が

師事した北大教授布施鉄治氏の夫人でもありました。思えば40数年間，公私にわたり様々な高誼

をいただきました。それらの思い出を語り合う間もなく，早々と旅立ってしまった「先輩・晶子

さん」の足跡をたどりつつ，故人を偲びたいと思います。

晶子さんは札幌生まれ，札幌東高等学校から北海道大学（文類）に入学，文学部哲学科社会学

専攻に進み，1961年３月に卒業。北大法学部の助手を３年間務め，その間に布施鉄治氏と結婚。

長男（鋼治君）出産後の1964年に北大大学院文学研究科修士課程に入学。同課程修了後に博士課

程に進学しましたが，1967年に鉄治氏の東京（法政大学）転出に伴い同課程を退学。東京声専音

楽学校専任講師を経て，1969年に昭和音楽短期大学助教授となりましたが，1971年に鉄治氏の北

大教育学部への赴任に伴い同短大を退職し札幌に戻りました。その後は北大や酪農学園大学等の

非常勤講師を務め，札幌静修短期大学教授を経て，1977年に札幌商科大学（現札幌学院大学）人

文学部の開設に伴って教授として赴任。それ以来,同大学で26年間にわたって教鞭をとりました。

2004年４月には第９代学長に就任。しかし，２期６年の任期終了まであと半年を残して発症，闘

病生活を送りながら職務を全うしました。

略歴にあるように，晶子さんは研究者としてのスタートは早かったものの．当時の研究者を目

指す多くの女性と同様，結婚，出産，夫の転勤などの都合で，最初から安定したポストに就いて

いませんでした。その意味で札幌学院大学に赴任した40歳頃から，研究教育活動に専念できるよ

うになったといえます。その後は,まさに水を得た魚のように生き生きと研究教育活動に専念し，

その力量を発揮していったことは，衆知のことです。

晶子さんは人文学部開設当初から専門の家族社会学の他に，北海道で初の「婦人問題（後にジ






